
　

『明
恵
上
人
伝
記
』
所
収
和
歌
注
釈
（
三
）

　

　

平
　
野
　
多
　
恵
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本
稿
は
『
明
恵
上
人
伝
記
』
所
収
歌
全
2
5
首
中
、
⑰
～
⑳
の
9
首
に
関
す
る
注
釈
で
あ

る
。
①
～
⑯
に
つ
い
て
は
「
『
明
恵
上
人
伝
記
』
所
収
和
歌
注
釈
（
一
）
（
二
）
」
（
『
十
文
字

学
園
女
子
大
学
短
期
大
学
部
研
究
紀
要
』
第
3
7
・
3
8
集
、
二
〇
〇
六
・
二
〇
〇
七
）
に
掲
載

し
た
。
凡
例
お
よ
び
【
語
釈
】
【
考
察
】
で
示
し
た
「
↓
④
【
語
釈
】
」
等
の
参
照
事
項
は
、

「
『明
恵
上
人
伝
記
』
所
収
和
歌
注
釈
（
一
）
（
二
）
」
所
載
の
凡
例
を
ご
参
照
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
〈
凡
例
補
足
〉

前
稿
、
前
々
稿
の
凡
例
で
記
載
の
な
い
引
用
資
料
に
つ
い
て
は
以
下
に
依
っ
た
。
『
西
行
上

人
集
』
『
西
行
物
語
』
（
久
保
田
淳
編
『
西
行
全
集
』
日
本
古
典
文
学
会
、
一
九
八
二
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ
へ

　
　

此
聖

人
自
．
前
載
ニ
ク
サ
ー
ノ
華
ヲ
植
テ
侍
ケ
ル
。
其
華
、
盛
二
華
ニ
ソ

　
　

ヘ
テ

読
テ

奉
リ
ケ
リ

⑰

植

ヲ
き
Z
二
世
ノ
仏
二
手
向
ケ
リ
華
ノ
匂
モ
法
ト
思
ヘ
バ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
伝
記
』
巻
上
・
四
十
六
丁
表
裏
（
岩
波
皿
頁
）

【校
異
】
※
当
該
歌
な
し
ー
（
慶
貞
・
高
慶
四
三
同
秀
）
○
聖
人
－
上
人
（
興
a
・
興
b
・
物
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ
へ

　

穂
・
東
永
・
慶
文
）
○
ク
サ
く
ノ
ー
色
々
ノ
草
々
ノ
（
東
永
）
○
植
テ
侍
ケ
ル
ー
殖
，
（
興
b
）

　

ウ
ヘ
テ
（
物
・
穂
・
東
永
）
種
．
（
慶
文
）
○
其
華
，
盛
．
1
な
し
（
興
b
・
物
・
穂
・
東
永
・
慶
文
）

　
○
華
ニ
ー
な
し
（
興
a
・
興
b
・
物
・
穂
・
東
永
・
慶
文
）
○
ソ
ヘ
テ
読
テ
奉
リ
ケ
リ
ー
読
一
ア
送
リ

　
シ
カ
バ
（
興
b
・
物
・
穂
・
東
永
・
慶
文
）
○
植
ヲ
キ
テ
ー
殖
、
置
．
（
東
永
）
○
手
向
ケ
リ
ー
楊

　

ケ
リ
（
興
a
）

【通
釈
】

　
こ
の
仏
性
聖
人
は
自
分
で
庭
に
さ
ま
ざ
ま
な
花
を
植
え
て
い
ま
し
た
。
そ
の

　
花
の
盛
り
の
と
き
に
、
花
に
添
え
て
歌
を
お
詠
み
に
な
り
ま
し
た

　
　
　
庭

に
花
を
植
え
て
三
世
の
す
べ
て
の
仏
に
花
を
奉
り
ま
す
。
（
花
だ
け
で

　
　
　
な
く
）
花
の
匂
い
も
仏
法
だ
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
。

【語
釈
】
○
此
聖
人
　
仏
性
。
↓
⑭
【
語
釈
】
「
仏
性
聖
人
」
。
○
前
載
　
「
前
栽
」

　
に
同
じ
。
草
木
を
植
え
た
庭
。
○
ク
サ
く
　
さ
ま
ざ
ま
。
〇
三
世
の
仏

前
世
・
現
世
・
来
世
に
わ
た
っ
て
存
在
す
る
無
数
の
仏
。
○
法
　
仏
法
。

【参
考
】
◆
『
歌
集
』
乃
、
詞
書
「
又
彼
上
人
、
ミ
ヅ
カ
ラ
ノ
前
栽
ニ
ク
サ
ぐ

華
ヲ
ウ
ヱ
オ
ク
ト
テ
、
二
首
」
、
三
句
「
タ
テ
マ
ツ
ル
」
、
五
句
「
ミ
ノ
リ
ト

　
思
ヘ
バ
」

【考
察
】
花
の
香
り
も
仏
法
だ
と
し
て
、
折
り
と
ら
ず
庭
に
植
え
た
ま
ま
で
仏

　
に
花
を
お
供
え
す
る
と
詠
む
。
植
え
た
ま
ま
の
花
を
仏
に
奉
る
と
い
う
発
想

　
は
「
折
り
つ
れ
ば
た
ぶ
さ
に
け
が
る
立
て
な
が
ら
三
世
の
仏
に
花
た
て
ま
つ

　
る
」
（
後
撰
集
・
春
下
・
遍
昭
）
に
よ
る
も
の
。

　
　
上
人
御
返
歌

⑱
法
ノ
為
二
植
ヲ
ク
草
ノ
種
ヨ
リ
ゾ
妙
法
蓮
華
モ
開
ケ
シ
ク
ベ
キ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
伝
記
』
巻
上
・
四
十
六
丁
裏
（
岩
波
皿
頁
）

【校
異
】
※
当
該
歌
な
し
ー
（
慶
貞
三
同
慶
四
・
高
秀
）
○
上
人
御
返
歌
1
な
し
（
興
a
．
東
永
）

（13）
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返
（
興
b
・
慶
文
）
返
事
上
人
（
物
）
返
事
（
穂
）
○
法
－
教
（
興
b
）
○
為
ニ
ー
タ
メ
（
興
a
・

　
興
b
・
物
・
東
永
・
穂
）
○
植
－
殖
（
興
b
・
東
永
）
○
ヨ
リ
ゾ
ー
ヨ
リ
モ
（
興
a
）

【通
釈
】

上
人
の
御
返
歌

　
　
　
仏
法
の
た
め
に
植
え
て
お
く
草
の
種
か
ら
、
す
ば
ら
し
い
仏
法
も
蓮
華

　
　
　
が
咲
き
広
が
る
よ
う
に
広
が
っ
て
ゆ
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

【語
釈
】
○
妙
法
蓮
華
　
仏
の
す
ば
ら
し
い
教
え
（
一
乗
の
教
え
）
を
蓮
華
に
喩

え
た
。
○
開
け
し
く
　
咲
き
広
が
る
。

【参
考
】
◆
『
歌
集
』
8
1
、
詞
書
「
返
」
、
初
二
句
「
ノ
リ
ノ
タ
メ
ウ
ヘ
ヲ
ク
ハ

　
ナ
ノ
」

【考
察
】
仏
に
手
向
け
る
た
め
花
を
植
え
る
仏
性
に
共
感
し
、
そ
の
行
い
が
仏
法

　
の
栄
え
に
繋
が
る
と
明
恵
は
賞
賛
し
た
。

　
　
松
葉
．
禅
門
行
ー
円
関
－
東
ヨ
リ
上
リ
テ
在
ー
洛
．
間
、
常
二
詣
デ
・
法
談
有
ケ

　
　

リ
。
或
時
、
読
テ
奉
リ
ケ
リ
。

⑲

尋
ネ
来
テ
実
ノ
道
二
入
ヌ
ル
モ
迷
フ
心
ゾ
シ
ル
ベ
ナ
リ
ケ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
伝
記
』
巻
上
・
四
十
六
丁
裏
（
岩
波
皿
頁
）

【校
異
】
※
当
該
歌
な
し
ー
（
慶
貞
）
○
行
由
1
な
し
（
高
慶
四
）
○
甲
東
ヨ
リ
ー
な
し
（
興
b
・

　
高
秀
・
物
・
穂
・
東
永
・
慶
文
）
○
上
リ
テ
ー
ノ
ホ
リ
（
高
慶
四
）
な
し
（
興
b
・
高
秀
・
物
・

　
穂
・
東
永
・
慶
文
）
○
在
ー
洛
，
間
1
な
し
（
興
b
・
高
秀
・
物
・
穂
・
東
永
・
慶
文
）
○
常
。
1
な

　
し
（
高
慶
四
）
○
有
ケ
リ
。
或
時
、
読
テ
奉
リ
ケ
リ
ー
ヲ
キ
・
ヨ
メ
ル
（
高
慶
四
）
有
ケ
リ
或
時

　
（
高
秀
）
有
リ
或
時
帰
ア
読
一
ア
奉
ケ
リ
（
興
a
）
ア
リ
ケ
リ
或
時
カ
ヘ
リ
テ
ヨ
ミ
テ
奉
ケ
リ
（
興
b
・
物
・

　
穂
・
東
永
）
在
ケ
リ
或
時
帰
．
．
読
。
在
ケ
リ
（
慶
文
）

【通
釈
】

　
松
葉
の

禅
門
行
円
が
関
東
か
ら
上
京
し
京
都
に
滞
在
し
て
い
た
間
、
い
つ
も

　
上

人
の
も
と
へ
参
上
し
て
法
談
を
し
た
。
あ
る
と
き
、
行
円
が
詠
ん
で
差
し

上
げ
た
。

　
　
　
上
人
の

も
と
を
訪
ね
て
き
て
真
実
の
仏
の
道
に
入
っ
た
の
も
、
も
と
は

　
　
　
と
い
え
ば
煩
悩
に
迷
う
自
分
の
心
が
道
し
る
べ
で
あ
っ
た
の
だ
な
あ
。

【語
釈
】
○
松
葉
．
禅
門
行
－
円
　
「
禅
門
」
は
在
家
の
ま
ま
仏
教
に
帰
依
し
、
僧

　
の
姿
と
な
っ
た
男
子
。
『
吾
妻
鏡
』
正
嘉
元
年
（
一
二
五
七
）
四
月
十
四
日
条

　
に
見
え
る
松
葉
次
郎
助
宗
法
師
法
名
行
円
か
。
『
吾
妻
鏡
』
建
保
元
年
二

　
二
一
三
）
二
月
二
日
条
に
は
、
将
軍
実
朝
に
近
侍
す
る
も
の
の
う
ち
、
芸
能

　
に
秀
で
た
も
の
を
選
ん
で
御
学
問
所
の
番
と
し
た
記
事
が
あ
り
、
「
松
葉
次

郎
」
は
一
番
に
名
が
見
え
る
。
（
平
泉
洗
訳
注
『
明
恵
上
人
伝
記
』
講
談
社
学

術
文
庫
m
頁
）
。
こ
の
学
問
所
番
の
一
番
に
は
、
修
理
亮
（
北
条
泰
時
）
や
安

達
右
衛
門
尉
（
安
達
景
盛
。
の
ち
に
出
家
し
て
大
蓮
房
覚
智
）
も
含
ま
れ
、

　
『
伝
記
』
や
和
歌
で
明
恵
に
関
わ
る
人
物
が
集
中
し
て
お
り
注
目
さ
れ
る
。

ま
た
『
吾
妻
鏡
』
正
嘉
元
年
（
一
二
五
七
）
四
月
十
四
日
条
に
は
、
松
葉
次

郎
ら
が
大
慈
寺
供
養
の
相
談
を
し
た
記
事
が
、
同
年
八
月
十
二
日
条
に
は
松

葉
入
道
ら
が
将
軍
の
命
で
大
慈
寺
供
養
の
前
に
方
違
す
べ
き
か
を
協
議
し
た

　
記
事
が
見
え
、
正
嘉
元
年
に
は
在
家
の
身
で
仏
門
に
入
っ
て
い
た
こ
と
が
知

　
ら
れ
る
。
建
保
元
年
『
吾
妻
鏡
』
記
事
の
名
前
表
記
か
ら
し
て
、
建
保
元
年

　
時
点
で
は
未
だ
俗
人
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
贈
答

　
は
、
行
円
の
出
家
後
、
つ
ま
り
明
恵
晩
年
の
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
『
歌
集
』

　
に
は
、
泰
時
や
覚
智
と
の
贈
答
も
見
え
る
が
、
い
ず
れ
も
晩
年
の
も
の
で
あ

　
る
。
『
伝
記
』
が
泰
時
と
明
恵
と
の
出
会
い
を
承
久
の
乱
後
と
し
て
記
す
よ
う

　
に
、
行
円
と
明
恵
の
関
係
が
は
じ
ま
っ
た
の
も
乱
後
と
推
測
さ
れ
る
。
○
関

　
－
東
　
行
円
が
将
軍
実
朝
の
側
近
と
す
れ
ば
、
鎌
倉
か
。
○
実
の
道
　
悟
り

　
へ
通
じ
る
真
実
の
仏
の
道
。
○
シ
ル
ベ
　
道
案
内
。
煩
悩
に
迷
う
心
が
結
果

　
と
し
て
仏
道
へ
の
導
き
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
。

【参
考
】
◆
『
続
拾
遺
集
』
（
釈
教
・
獅
）
、
第
三
句
「
あ
ひ
ぬ
る
も
」
、
詞
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

一
（14）
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「高
弁
上
人
許
に
ま
か
り
て
後
に
つ
か
は
し
け
る
」

【考
察
】
煩
悩
に
迷
う
心
を
持
っ
て
い
た
か
ら
こ
そ
明
恵
を
訪
ね
て
真
実
の
仏

道

に
入
る
こ
と
が
で
き
た
と
、
行
円
は
仏
道
へ
導
い
て
く
れ
た
明
恵
に
喜
び

を
伝
え
た
。

　
　
上
人
御
返
歌

⑳

尋
ネ
来
テ
実
ノ
道
二
入
ル
人
ハ
此
ヨ
リ
深
ク
奥
ヲ
尋
ネ
ヨ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
伝
記
』
巻
上
・
四
十
六
丁
裏
（
岩
波
5
頁
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ

【校
里
ハ
】
※
当
該
歌
な
し
ー
（
慶
貞
）
○
上
人
御
返
歌
－
返
寄
（
高
慶
四
）
な
し
（
興
a
）
返
事

　
（
興
b
）
返
事
上
人
（
物
・
穂
・
東
永
・
慶
文
）
○
尋
ネ
来
テ
ー
マ
ヨ
ヒ
キ
テ
（
高
慶
四
）
○
深
ク

　
ー
フ
カ
キ
（
物
）

【通
釈
】

　
明
恵
上
人
の
御
返
歌

　
　
　

わ
た
し
の
も
と
を
訪
ね
て
き
て
真
実
の
仏
の
道
に
入
る
人
は
、
こ
れ
よ

　
　
　
り
深
く
奥
を
尋
ね
な
さ
い
。

【語
釈
】
○
尋
ネ
来
テ
実
ノ
道
二
入
ル
人
　
行
円
を
指
す
。
○
此
　
今
の
状
態
。

【考
察
】
明
恵
の
も
と
で
真
実
の
仏
道
に
入
っ
た
と
詠
ん
だ
行
円
に
対
し
、
明

　
恵
は
、
こ
れ
で
満
足
せ
ず
、
さ
ら
に
仏
道
を
極
め
る
よ
う
勧
め
た
。

　
　
上
人
或
時
読
給
ケ
ル

⑳
　
　
夢
ノ
世
ノ
ウ
ツ
・
ナ
リ
セ
バ
イ
カ
ベ
セ
ン
サ
メ
ユ
ク
程
ヲ
待
バ
コ
ソ
ア
レ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ

　
　
　
　
　
　
　

『伝
記
』
巻
上
・
四
十
六
丁
裏
～
四
十
七
丁
表
（
岩
波
5
頁
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

【校
異
】
※
当
該
歌
な
し
ー
（
慶
貞
・
興
b
）
○
上
人
或
時
読
給
ケ
ル
ー
又
上
人
（
高
慶
四
）
な
し

　
（
興
a
・
物
・
穂
・
東
永
・
慶
文
）
上
人
或
時
（
高
秀
）
○
夢
ノ
世
－
世
，
中
（
興
a
）
○
イ
カ
“

　
1
何
力
（
興
a
）

【通
釈
】

　
上
人

が
、
あ
る
時
お
詠
み
に
な
っ
た
歌

　
　
　

は
か
な
い
夢
の
世
が
現
実
な
ら
ば
、
い
っ
た
い
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
だ

　
　
　

ろ
う
か
。
仏
法
に
よ
っ
て
夢
か
ら
覚
め
ゆ
く
時
を
待
て
ば
よ
い
の
だ
。

【語
釈
】
○
待
バ
コ
ソ
ア
レ
　
「
待
て
ば
こ
そ
よ
く
あ
れ
」
の
略
。

【参
考
】
◆
『
歌
集
』
3
5
、
詞
書
「
秋
日
高
尾
ノ
草
庵
ニ
コ
モ
リ
ヰ
ル
ア
ヒ
ダ
、

　
人

ヲ
ト
タ
ヘ
テ
虫
ノ
ネ
ノ
ミ
サ
ヘ
ヅ
ル
ユ
フ
ベ
ニ
月
ノ
光
ノ
雲
マ
ヨ
リ
サ
ソ

　

ヒ
、
ア
ラ
シ
ノ
コ
ヱ
松
の
コ
ズ
ヘ
ニ
ヲ
ト
ヅ
レ
タ
ル
コ
・
チ
、
ナ
ニ
ト
ナ
ク

　
物
ア
ハ
レ
ナ
ル
ニ
、
世
中
ア
ヂ
キ
ナ
ク
オ
モ
ヒ
ツ
“
ケ
侍
ル
フ
デ
ス
サ
ミ

　
ニ
」
◆
『
新
勅
撰
集
』
釈
教
・
脇
、
詞
書
「
な
に
ご
と
か
と
申
し
た
り
け
る

　
人
の

返
ご

と
に
つ
か
は
し
け
る
」

【考
察
】
夢
の
よ
う
に
は
か
な
い
現
実
を
冷
静
に
見
つ
め
、
仏
道
に
よ
っ
て
幻

夢
か
ら
覚
め
る
こ
と
を
説
く
。
『
歌
集
』
は
、
仏
道
の
師
で
あ
っ
た
上
覚
が
明

恵
に
遣
っ
た
6
5
「
見
ル
コ
ト
ハ
ミ
ナ
常
ナ
ラ
ヌ
ウ
キ
世
カ
ナ
ユ
メ
カ
ト
見
ユ

　
ル

ポ
ド
ノ
バ
カ
ナ
サ
」
と
明
恵
の
返
歌
6
6
「
ナ
ガ
キ
夜
ノ
夢
ヲ
ユ
メ
ゾ
ト
シ

　
ル
君

ヤ
サ
メ
テ
マ
ヨ
ヘ
ル
人
ヲ
タ
ス
ケ
ム
」
を
載
せ
る
。

　
　
上
人
．
読
給
ヘ
ル
ヲ
聞
テ
、
同
禅
門
、
又
或
時
ヨ
ミ
テ
奉
ケ
リ

⑫
　
　
世

ノ
中
ハ
マ
ド
ロ
マ
デ
見
ル
夢
ナ
レ
ヤ
イ
カ
ニ
サ
メ
テ
カ
ウ
ツ
・
成
ベ
キ

　
　
此
ー
等
、
皆
世
二
聞
伝
テ
続
後
撰
集
続
拾
遺
集
二
入
ラ
レ
ケ
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
伝
記
』
巻
上
・
四
十
七
丁
表
（
岩
波
5
頁
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

【校
異
】
※
当
該
歌
な
し
ー
（
慶
貞
）
○
上
人
．
1
な
し
（
興
b
・
高
秀
）
ト
（
高
慶
四
）
ト
上
人

　
（
興
a
・
穂
・
東
永
）
ト
聖
人
（
慶
文
）
○
読
給
ヘ
ル
ヲ
ー
読
給
ケ
ル
ヲ
（
興
a
・
物
）
な
し
（
興
b
・

　

高
秀
）
○
聞
テ
ー
な
し
（
興
b
・
高
秀
）
○
同
禅
門
－
禅
門
（
高
慶
四
）
禅
門
行
円
御
返
歌
（
高

　

秀
）
○
又
1
な
し
（
高
秀
）
○
或
時
1
な
し
（
高
慶
四
・
高
秀
）
○
ヨ
ミ
テ
ー
な
し
（
高
秀
）
○

　

奉
ケ
リ
ー
タ
テ
マ
ツ
ル
（
高
慶
四
）
な
し
（
高
秀
）
奉
読
ケ
ル
（
物
）
○
此
ー
等
－
上
人
此
寄
口
感
歎

一
（15）
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シ
タ
マ
ヒ
ケ
リ
、
此
等
（
高
慶
四
）
上
人
此
寄
．
頻
二
感
歎
シ
給
ケ
リ
、
此
等
（
興
a
）
是
等

　
（
物
）
○
皆
世
二
聞
伝
テ
ー
皆
口
ロ
テ
（
高
慶
四
）
皆
聞
伝
．
（
高
秀
）
皆
世
。
聞
侍
．
（
物
）
○
入

　
ラ
レ
ケ
リ
ー
入
レ
リ
（
興
b
）
被
入
ニ
ケ
リ
（
穂
・
東
永
）

【通
釈
】

　
上
人
が

お
詠
み
に
な
っ
た
の
を
聞
い
て
、
松
葉
禅
門
が
、
ま
た
あ
る
と
き
詠

　
ん

で
差
し
上
げ
た

　
　
　
世
の

中
は
ま
ど
ろ
ま
な
い
で
見
る
夢
な
の
で
し
ょ
う
か
。
ど
う
や
っ
て

　
　
　
覚
め
れ
ば
現
実
に
な
る
の
で
し
ょ
う
。

　
こ
れ
ら
は
、
皆
世
の
中
に
聞
き
伝
わ
っ
て
、
続
後
撰
集
と
続
拾
遺
集
に
入
れ

　
ら
れ
ま
し
た
。

【語
釈
】
○
同
禅
門
　
↓
⑲
【
語
釈
】
「
松
葉
．
禅
門
行
ー
円
」
。
○
続
後
撰
集
続
拾

　
遺
集

当
該
歌
は
『
続
後
撰
集
』
に
行
円
詠
と
し
て
所
載
。
『
続
拾
遺
集
』
に

　
入
集
す
る
の
は
⑲
の
行
円
詠
。

【参
考
】
◆
『
続
後
撰
集
』
雑
下
・
皿
、
詞
書
「
よ
の
な
か
は
か
な
く
お
ぼ
え

け
れ
ば
」

【考
察
】
俗
世
の
は
か
な
い
夢
か
ら
抜
け
出
し
て
現
実
に
目
覚
め
る
方
法
を
問

　
・
つ
。

【通
釈
】

　
ま
た
、
亡
く
な
っ
た
人
の
筆
跡
の
裏
に
光
明
真
言
を
お
書
き
に
な
っ
て
、
奥

　
に
書
き
付
け
ら
れ
た
歌

　
　
　
（
光
明
宜
三
口
を
）
書
き
付
け
た
跡
に
は
光
が
輝
く
の
で
、
（
あ
の
世
の
）

　
　
　
暗
い
道
に
お
い
て
も
闇
が
晴
れ
て
い
る
で
し
ょ
う

【語
釈
】
○
手
跡
　
筆
跡
。
○
光
明
真
言
　
大
日
如
来
の
真
言
で
、
一
切
の
仏

　
菩
薩
の
総
呪
と
さ
れ
、
請
せ
ば
、
そ
の
功
徳
に
よ
り
仏
の
光
明
を
得
て
一
切

　
の

罪
業
を
滅
し
、
浄
土
に
赴
く
と
い
う
。
明
恵
は
、
安
貞
二
年
（
一
二
二
八
）

　
九
月
ご
ろ
か
ら
、
光
明
真
言
で
加
持
し
た
土
砂
を
亡
者
に
か
け
て
菩
提
を
と

む
ら
い
、
病
や
厄
災
を
除
く
た
め
に
、
光
明
真
言
を
多
く
用
い
る
よ
う
に
な

　
り
、
そ
の
信
仰
の
普
及
に
努
め
た
。
○
跡
　
筆
の
跡
。

【参
考
】
◆
『
歌
集
』
2
6
、
詞
書
「
ナ
キ
人
ノ
手
ニ
モ
ノ
カ
キ
テ
ト
申
ケ
ル
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー

　
二

、
光
明
真
言
ヲ
カ
キ
テ
ヲ
ク
リ
侍
ト
テ
」
、
四
五
句
「
ク
ラ
キ
ミ
チ
ニ
モ
ヤ

　
ミ
ハ
・
ル
ラ
ム
」
◆
『
新
勅
撰
集
』
釈
教
・
2
4
、
詞
書
「
な
き
人
の
手
に
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
の
か

き
て
と
申
し
け
る
人
に
、
光
明
真
言
を
か
き
て
お
く
り
侍
る
と
て
」

【考
察
】
光
明
真
言
の
筆
跡
か
ら
放
た
れ
る
光
で
闇
が
照
ら
さ
れ
、
冥
途
に
迷
う

　
こ
と
な
く
浄
土
へ
向
か
う
だ
ろ
う
と
詠
ん
だ
。

（16）

　
　
又
ナ
ク
ナ
リ
タ
リ
ケ
ル
人
．
手
跡
．
裏
二
光
明
真
言
ヲ
書
給
テ
、
奥
二
書
付
給

　
　

ケ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
ヨ

⑳
　
　
書
ツ
ク
ル
跡
二
光
ノ
カ
・
ヤ
ケ
バ
ク
ラ
キ
闇
ニ
モ
人
ハ
迷
ハ
ジ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『伝
記
』
巻
上
・
四
十
七
丁
表
（
岩
波
皿
頁
）

【校
里
ハ
】
※
当
該
歌
な
し
ー
（
慶
貞
・
高
慶
四
）
○
又
1
な
し
（
興
a
・
興
b
・
穂
・
東
永
．
慶

　
文
）
○
ナ
ク
ナ
リ
タ
リ
ケ
ル
人
ー
無
ク
成
タ
ル
人
（
興
a
・
興
b
・
物
・
穂
・
東
永
・
慶
文
）
○
書
給

　
テ
ー
書
ア
（
物
）
○
書
付
給
ケ
ル
ー
書
付
給
ケ
リ
上
人
（
慶
文
）

　
　
又
或
時
、
物
．
端
二
書
付
給
ケ
ル

⑳

イ
ッ
マ
デ
カ
明
ヌ
暮
ヌ
ト
営
マ
ン
身
ハ
限
ア
リ
事
ハ
尽
セ
ズ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『伝
記
』
巻
上
・
四
十
七
丁
表
（
岩
波
皿
頁
）

【校
里
ハ
】
※
当
該
歌
な
し
ー
（
慶
貞
・
高
慶
四
）
○
又
或
時
－
上
人
（
］
口
同
秀
）
上
人
又
或
時
（
慶
文
）

　
○
営
マ
ン
ー
営
ム
（
興
a
）

【通
釈
】

　
ま
た
あ
る
時
、
物
の
端
に
書
き
付
け
ら
れ
た
歌

　
　
　
一
体
い
つ
ま
で
、
夜
が
明
け
た
日
が
暮
れ
た
と
忙
し
く
事
を
行
う
の
で
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あ
ろ
う
か
。
身
に
は
限
り
が
あ
り
、
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
に
は
限

　
　
　
り
が
な
い
の
だ
。

【語
釈
】
○
明
ヌ
暮
ヌ
　
老
い
の
早
さ
や
時
間
の
は
か
な
さ
を
嘆
く
際
に
使
わ

　
れ

る
こ
と
が
多
い
表
現
。

【参
考
】
◆
『
歌
集
』
1
3
、
詞
書
「
汝
身
有
限
事
無
窮
ト
イ
フ
文
ノ
コ
・
ロ
ヲ
」
、

　
第
三
句
「
イ
ト
ナ
マ
ム
」
◆
梵
舜
本
『
沙
石
集
』
異
本
歌
・
8
9

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

【考
察
】
当
該
歌
に
見
ら
れ
る
有
限
の
人
生
へ
の
視
点
は
、
建
久
五
年
（
＝
九

　
四
）
に
明
恵
が
神
護
寺
で
『
夢
経
抄
』
表
紙
に
記
し
た
『
詞
花
集
』
所
収
の

花
山
院
詠
「
カ
ク
シ
ツ
・
イ
マ
ハ
ト
ナ
ラ
ム
時
ニ
コ
ソ
ク
ヤ
シ
キ
コ
ト
ノ
カ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ

　
ヒ
モ
ナ
カ
ラ
メ
」
（
『
歌
集
』
1
に
編
者
高
信
が
明
恵
の
も
の
と
誤
っ
て
入
集
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

　
や

建
仁
三
年
（
一
二
〇
三
）
三
月
十
一
日
に
書
写
さ
れ
た
明
恵
筆
の
聖
教
奥

書
の
書
付
歌
「
明
日
モ
有
ト
思
フ
心
ニ
バ
カ
サ
レ
テ
今
日
を
空
ク
暗
ツ
ル
哉
」

　
（
個
人
蔵
「
建
仁
三
年
三
月
十
一
日
夢
記
断
簡
」
（
東
博
文
化
財
管
理
シ
ス
テ
ー

　
ム

〔画
像
番
号
○
○
○
べ
虐
」
○
。
〕
で
は
「
夢
記
断
簡
　
明
恵
筆
」
と
す
る
が
、
実

際
は
聖
教
類
の
奥
書
の
如
き
体
裁
を
持
つ
断
簡
）
に
も
共
通
す
る
。
な
お
、

上
記
の

書
付
は
源
承
『
和
歌
口
伝
』
の
巻
末
に
載
る
歌
に
酷
似
す
る
。

西
行
法
師
常
二
来
テ
物
語
シ
テ
云
ク
、
我
歌
ヲ
読
ハ
遙
ニ
ヨ
竿
常
二
異
ナ
リ
。

華
郭
公
月
雪
都
テ
万
物
．
興
二
向
テ
モ
、
凡
所
有
相
皆
是
虚
妄
ナ
ル
事
眼
二

遮
リ
耳
二
満
リ
。
又
読
出
．
所
ノ
言
句
ハ
皆
是
真
言
二
非
ズ
ヤ
。
華
ヲ
読
ド
モ

ゲ実
二
華
ト
思
事
ナ
ク
、
月
ヲ
詠
ズ
レ
ド
モ
実
二
月
ト
思
ハ
ズ
。
只
如
レ
此
シ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ウ
コ
ウ

テ
随
レ
縁
二
随
レ
興
二
読
置
処
ナ
リ
。
紅
虹
タ
ナ
ビ
ケ
バ
虚
空
色
ド
レ
ル
ニ
似

タ
リ
。
白
日
力
・
ヤ
ケ
バ
虚
空
明
ナ
ル
ニ
似
タ
リ
。
然
ド
モ
虚
空
ハ
本
明

ナ
ル
物
ニ
モ
非
ズ
。
又
色
ド
レ
ル
物
ニ
モ
非
．
。
我
又
此
虚
空
，
如
ナ
ル
心
、

上
ニ
ヲ
イ
テ
、
種
々
．
風
情
ヲ
色
ド
ル
ト
云
ヘ
ド
モ
更
二
縦
跡
ナ
シ
。
此
，
歌

即
是
如
来
．
真
．
形
躰
也
。
去
バ
一
首
読
出
テ
ハ
一
躰
．
仏
像
ヲ
造
ル
思
ヲ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ツ
ベ
ケ

　
　

ナ
シ
、
一
句
ヲ
思
．
続
テ
ハ
秘
密
．
真
言
ヲ
唱
ル
ニ
同
ジ
。
我
此
歌
ニ
ヨ
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
ダ

　
　
テ

法
ヲ
得
事
ア
リ
。
若
コ
・
二
至
ラ
ズ
シ
テ
妄
リ
ニ
人
此
道
ヲ
学
バ
．
・
、

　
　
邪
路
二
入
ベ
シ
ト
云
々
。
サ
テ
読
ケ
ル

㊧
　
　
山
深
ク
サ
コ
ソ
心
バ
カ
ヨ
フ
ト
モ
ス
マ
デ
哀
ハ
シ
ラ
ン
物
カ
バ

　
　
喜
海
、
其
座
．
末
二
在
テ
聞
及
シ
マ
・
注
レ
之

　
　
　
　
　
『伝
記
』
巻
上
・
四
十
七
丁
表
～
四
十
八
丁
表
（
岩
波
5
1
・
5
2
頁
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
⊥
　
　
　
－
⊥

【校
異
】
※
当
該
歌
な
し
ー
（
慶
貞
・
高
慶
四
〈
詞
書
部
分
の
み
有
〉
）
○
西
行
法
師
－
西
行
上
人

　
（
高
慶
四
・
興
a
・
興
b
・
物
・
穂
・
東
永
）
西
行
聖
人
（
慶
文
）
○
物
語
シ
テ
ー
な
し
（
高
慶
四
）
モ

　

ノ
談
．
テ
（
慶
文
）
○
読
パ
ー
読
事
ハ
（
興
a
）
○
遙
二
尋
ー
常
ニ
ー
世
ノ
常
二
（
高
慶
四
・
物
）
遙
世
，
常
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
（
興
a
・
興
b
・
東
永
）
○
華
郭
公
月
雪
－
雪
月
花
（
高
秀
）
花
時
辺
月
雪
○
都
テ
ー
な
し
（
高
慶

　

四
）
○
虚
妄
－
霊
妄
（
高
慶
四
）
○
又
読
出
．
所
．
言
句
ハ
皆
是
真
言
。
非
ズ
ヤ
ー
な
し
（
高
慶
四
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
げ

　

又
読
出
所
ノ
歌
句
ハ
皆
是
真
言
非
ヤ
（
興
a
・
物
）
○
華
ヲ
読
ド
モ
実
二
華
，
思
事
ナ
ク
ー
ケ
ニ
花

　

ヲ
ヨ
メ
ト
モ
花
ト
思
ハ
ス
（
高
慶
四
）
花
．
読
ト
モ
ケ
ニ
花
ト
思
．
事
ナ
シ
（
興
b
・
物
・
東
永
）
花
．
ヨ

　

メ
ト
モ
ケ
ニ
花
ト
思
．
事
モ
ナ
シ
（
穂
・
慶
文
）
○
月
ヲ
詠
ズ
レ
ド
モ
ー
月
ヲ
ヨ
ム
ト
ス
レ
ト
モ
（
東

　

永
）
○
実
ニ
ー
な
し
（
高
秀
）
○
月
ト
思
ハ
ズ
ー
月
ト
モ
不
存
（
高
慶
四
・
興
a
・
興
b
・
物
・
穂
・

　
東
永
・
慶
文
）
○
只
1
な
し
（
興
a
）
○
如
レ
此
シ
テ
ー
な
し
（
高
慶
四
）
○
随
レ
縁
ニ
ー
任
・
（
高
慶

　

四
・
興
a
・
穂
）
依
縁
（
物
）
○
読
置
処
ー
ヨ
ミ
ヲ
ク
（
高
慶
四
）
○
色
ド
レ
ル
ニ
ー
色
ド
ル
ニ

　
（
高
慶
四
）
○
明
ナ
ル
ー
明
．
カ
ニ
（
興
a
）
○
虚
空
ー
霊
空
（
高
慶
四
）
○
又
色
ド
レ
ル
物
ニ
モ
非
ズ
ー

　

な
し
（
物
）
○
ヲ
イ
テ
ー
ヲ
キ
テ
（
高
慶
四
・
興
b
）
オ
キ
テ
（
東
永
・
穂
）
○
色
ド
ル
ト
ー
ナ

　
ス

ト
（
高
秀
）
○
縦
跡
ナ
シ
ー
縦
跡
モ
ナ
シ
（
高
慶
四
）
○
此
．
歌
即
是
如
来
，
真
．
形
躰
也
…
…
我

　
此
歌
ニ
ョ
リ
テ
法
ヲ
得
事
ア
リ
ー
な
し
（
高
慶
四
）
○
真
，
形
躰
也
－
真
ノ
形
ナ
レ
ハ
（
高
秀
）
○

　

去
バ
ー
な
し
（
高
秀
）
○
読
出
テ
ハ
ー
詠
シ
出
シ
テ
ハ
（
東
永
）
○
仏
像
－
尊
像
（
興
a
・
興
b
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ツ
ヘ
ケ

　
物
・
穂
・
東
永
・
慶
文
）
○
思
．
続
－
思
連
（
物
）
○
我
1
な
し
（
東
永
）
○
法
ヲ
ー
な
し
（
穂
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
ダ

　

○
至
ラ
ズ
シ
テ
ー
不
例
、
．
ア
（
興
a
）
至
．
．
（
高
秀
）
○
妄
リ
ニ
人
1
な
し
（
高
慶
四
）
狼
リ
ニ
（
高

　

秀
）
○
此
道
－
此
寄
（
高
慶
四
）
此
詞
（
興
a
・
興
b
・
物
・
穂
・
東
永
・
慶
文
）
○
邪
路
二
入
ベ

　

シ
ト
ー
大
二
可
入
邪
路
二
（
興
a
・
興
b
・
物
・
穂
・
東
永
・
慶
文
）
○
ト
云
々
。
サ
テ
読
ケ
ル

一
（17）
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…
…
聞
及
シ
マ
・
注
レ
之
1
な
し
（
高
慶
四
）
○
読
ケ
ル
ー
読
玉
ケ
ル
（
高
秀
）
○
ス
マ
デ
ー
ス
ミ

　
テ
（
興
b
）
○
其
座
，
末
二
在
テ
ー
有
其
末
序
（
物
）

【通
釈
】

　
西
行
法
師
が
常
に
来
て
語
ら
れ
る
こ
と
に
は
「
わ
た
し
が
歌
を
詠
む
の
は
世

　
の

常
と
は
ま
っ
た
く
異
な
っ
て
い
る
。
花
や
郭
公
や
月
や
雪
、
す
べ
て
の
興

趣
あ
る
も
の
に
向
か
っ
て
も
、
だ
い
た
い
す
べ
て
の
姿
は
皆
偽
り
で
あ
っ

　

て
、
そ
れ
ら
が
目
を
さ
え
ぎ
り
耳
を
満
た
す
。
ま
た
、
詠
み
出
す
歌
の
こ
と

　
ば

は
、
み
な
真
言
で
な
い
も
の
が
あ
ろ
う
か
。
花
を
詠
ん
で
も
本
当
に
花
と

　
は
思
わ
ず
、
月
を
詠
ん
で
も
本
当
に
月
だ
と
は
思
わ
な
い
。
た
だ
こ
の
よ
う

　
に
し
て
、
縁
に
従
い
、
興
趣
に
し
た
が
っ
て
、
（
歌
を
）
詠
ん
で
お
く
の
で
あ

　
る
。
（
こ
れ
は
）
紅
い
虹
が
空
を
た
な
び
け
ば
が
大
空
が
色
づ
き
、
太
陽
が
輝

　
け
ば
大
空
が
明
る
く
な
る
よ
う
な
も
の
だ
。
し
か
し
な
が
ら
、
大
空
は
も
と

　
も
と
明
る
い
も
の
で
も
な
く
、
ま
た
色
づ
い
て
い
る
も
の
で
も
な
い
。
わ
た

　
し
は
ま
た
、
（
歌
を
詠
む
こ
と
で
）
こ
の
大
空
の
よ
う
な
心
の
上
に
様
々
な
風

　
情
を
彩
る
け
れ
ど
も
、
（
心
に
は
）
決
し
て
跡
が
残
ら
な
い
。
こ
の
歌
は
、
そ

　
の

ま
ま
で
如
来
の
真
実
の
形
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
か
ら
、
一
首
を
詠
み
出

す
た
び
に
一
体
の
仏
像
を
作
る
思
い
を
抱
き
、
一
句
を
思
い
続
け
る
た
び
に

　
秘
密
の
真
言
を
唱
え
る
の
と
同
じ
こ
と
に
な
る
。
わ
た
し
は
、
こ
の
歌
に
よ
っ

　
て

仏
法
を
会
得
す
る
こ
と
が
あ
る
。
も
し
、
こ
の
境
地
に
至
ら
ず
、
む
や
み

　
に
人
が
和
歌
の
道
を
学
べ
ば
、
誤
っ
た
道
へ
入
る
に
違
い
な
い
」
と
。
そ
う

　
し
て
詠
ん
だ
歌

　
　
　
山
の
奥
深
く
に
ど
れ
ほ
ど
心
を
通
わ
せ
て
も
、
山
に
住
ん
で
心
を
澄
ま

　
　
　
せ

な
け
れ
ば
、
そ
の
生
活
の
情
緒
は
分
か
る
は
ず
が
な
い
。

　
喜
海
は
、
そ
の
場
の
末
席
に
お
り
、
聞
き
及
ん
だ
ま
ま
に
、
こ
れ
を
書
き
付

　
け
た
。

【語
釈
】
○
西
行
　
元
永
元
年
（
一
＝
八
）
～
文
治
六
年
（
一
一
九
〇
）
七
三

歳
没
。
院
政
期
～
鎌
倉
時
代
初
期
の
僧
侶
歌
人
で
、
『
新
古
今
集
』
に
九
四
首

　
の
最
多
入
集
。
同
時
代
の
歌
人
た
ち
に
大
き
な
影
響
を
与
え
、
明
恵
も
西
行

歌
を
好
ん
で
受
容
し
た
。
拙
稿
「
明
恵
に
お
け
る
和
歌
享
受
－
仁
和
寺
と
西

行
の
影
響
」
（
『
国
語
と
国
文
学
』
平
1
3
・
7
）
、
「
明
恵
の
西
行
歌
受
容
」
（
『
和

歌
文
学
研
究
』
8
3
号
　
平
1
3
・
1
2
）
。
○
所
有
相
　
所
有
は
「
あ
ら
ゆ
る
」
、

相
は
「
外
面
的
な
す
が
た
」
の
意
。
○
虚
妄
　
嘘
偽
り
。
真
実
で
な
い
こ
と
。

○
真
言

　
仏
や
菩
薩
の
真
実
の
こ
と
ば
。
○
縁
　
認
識
の
対
象
と
な
る
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ナ
ウ
ラ

　
の
。
○
紅
虹
…
…
躍
跡
ナ
シ
　
こ
の
部
分
は
⑦
詞
書
「
亦
正
，
縄
床
二
踵
ヲ

結
ベ
ル
間
ハ
眼
二
色
ヲ
見
ズ
、
心
空
シ
ク
境
寂
リ
ヌ
レ
バ
、
風
月
，
興
モ
唯
立
出
タ

　
　
　
カ
リ

　
ル
時
，
假
ノ
事
ナ
リ
」
と
内
容
が
重
な
る
。
↓
⑦
【
考
察
】
。
○
白
日
　
太
陽
。

○
邪
路
　
よ
こ
し
ま
で
誤
っ
た
道
。
○
山
深
ク
…
…
　
こ
の
一
首
、
前
の
詞

書
部
分
と
の
繋
が
り
が
解
し
が
た
い
。
『
新
古
今
集
』
雑
中
で
は
「
題
し
ら

ず
」
で
載
る
が
、
そ
の
他
は
『
西
行
上
人
集
』
の
増
補
部
分
に
見
え
る
以
外
、

西
行
の
家
集
類
に
は
見
え
な
い
。
第
二
句
「
サ
コ
ソ
心
ハ
」
が
落
ち
着
か
な

　
い
。
本
通
釈
で
は
独
立
し
た
一
首
と
し
て
読
み
「
ど
ん
な
に
心
が
通
っ
て

も
」
と
い
う
意
で
解
し
た
が
、
「
サ
コ
ソ
」
を
「
そ
の
よ
う
に
」
と
取
れ
ば
贈

答
歌
の
返
歌
と
し
て
も
解
せ
る
。
○
喜
海
　
明
恵
の
高
弟
。
『
行
状
』
で
は
、

建
久
九
年
（
＝
九
八
）
年
秋
に
初
め
て
そ
の
名
が
見
え
、
以
降
、
明
恵
の

　
そ
ば
に
仕
え
て
修
行
し
た
。

【参
考
】
◆
『
新
古
今
集
』
雑
中
・
㎜
、
詞
書
「
題
し
ら
ず
」
、
第
四
句
「
す
ま

　
で

あ
は
れ
を
」
◆
『
西
行
上
人
集
』
7
0
・
雑
、
第
四
句
「
す
ま
で
あ
は
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
」
◆
文
明
本
『
西
行
物
語
』
7
5
、
第
三
句
「
か
よ
へ
ど
も
」
、
第
四
句

　
「
す
ま
で
こ
こ
ろ
を
」
。

【考
察
】
当
該
部
分
は
西
行
が
和
歌
即
真
言
・
仏
像
観
を
示
す
も
の
と
し
て
従

来
多
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
『
伝
記
』
諸
写
本
の
う
ち
高
山

寺
慶
長
四
年
本
に
は
、
そ
の
和
歌
即
真
言
・
仏
像
観
を
示
す
「
又
読
出
．
所
，

（18）



言
句
ハ
皆
是
真
言
二
非
ズ
ヤ
」
と
「
此
ノ
歌
即
是
如
来
ノ
真
ノ
形
躰
也
…
…
我
此
歌

ニ

ョ
リ
テ
法
ヲ
得
事
ア
リ
」
と
「
山
深
ク
…
」
歌
が
見
え
な
い
。
高
山
寺
慶

長
四
年
本
が
古
態
を
残
す
可
能
性
の
高
い
伝
本
で
あ
る
こ
と
と
上
記
の
二
箇

所
と
前
後
の
つ
な
が
り
が
ス
ム
ー
ズ
で
な
い
こ
と
を
合
わ
せ
て
考
え
る
と
、

こ
れ
ら
は
後
代
の
増
補
箇
所
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
の
詳
細
は
拙
稿
「
『
栂
尾
明

恵
上
人
伝
記
』
に
お
け
る
西
行
歌
話
の
再
検
討
」
（
『
国
語
と
国
文
学
』
二
〇

〇

〇
・

四
）
を
参
照
。

『明恵上人伝記』所収和歌注釈（三）

〈
付
記
〉
貴
重
な
資
料
の
閲
覧
・
複
写
を
お
許
し
く
だ
さ
っ
た
慶
雁
義
塾
図
書
館
、
興
福
寺
、
東
大

　
　
　

寺
図
書
館
の
関
係
者
の
皆
様
に
、
こ
の
場
を
借
り
て
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
る
。
な
お
、

　
　
　
本
研
究

は
平
成
2
0
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
若
手
研
究
B
）
に
よ
る
成
果
の
一
部
で
あ

　
　
　
る
。

（19）
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，
Z
o
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①
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①
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．
．
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α
①
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O
①
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，
、
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o
（
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①
昌
口
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日
9
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）

キ
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恵
・
伝
記
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和
歌


